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環境会計の概念と環境報告書の開示

吉 田 雄 司

（法政大学大学院）

は じ め に

本 稿 で は 環 境 会 計 の 概 念 及 び環 境 報 告 書 に つ い て 若 干 の 考 察 を 試 み る もの であ る。 ま ず、 環

境 会 計 の 概 念 枠 組 み と は ど の よ う な も の か、 そ の 概 要 を 示 す こ と と す る。 こ こ で は・ Ｓｔｅｆａｎ

Ｓｃｈａ１ｔｅｇｇｅｒ の ℃ｏゆｏ 刎 ｅ 肋 伽 ㎝ ｍ ｍ 刎 λ ㏄ｏｍｍ 伽ｇ
｝１） を も と に そ の 概 念 枠 組 み を 見 て い

く。 次 に そ う した 環 境 会 計 の 情 報 開 示 の 手 段 と して 作 成 さ れる 環 境 報 告 書 の 内 容 とそ の 開 示 方

法 に つ い て 吟 味す る。 内 容 につ い て は 環 境 報 告 書 の ベ ンチ マ ーク を 取り 上 げ・ ま た 開 示 方 法 に

つ い て は そ れ ぞ れ 独 自 の 分 類 を 試 み る。 最 後 に 具 体 的 な 環 境 報 告 書 の 事 例 と し て・ ＲｈＯｎｅ－

Ｐｏｕｌｅｎｃ 社 の “励 〃伽 ㎝ ｍ ｍ 縦 幼 ｍ ｊ９９６” を 観 察 す る。 尚、 こ こ で は 環 境 報 告 書 の 評 価 と い

う も の は、 そ の 報 告 書 全 体 の 流 れ や 開 示 内容 の構 成 や 方 法 な ど を 概 観 し・ 全 体 的 ・ 体 系 的 に 行

な わ れ る べ き も の と 考 え る こ と と す る。 Ｒｈ６ｎｅ・Ｐｏｕ１ｅｎｃ 社 の 事 例 も そ う し た 視 点 か ら 扱 っ て

い る２）
。

Ｉ Ｓｔｅｆａ皿 Ｓｃｈ８１ｔｅｇｇｅｒ の 環 境 会 計 の 概 念 枠 組 み

１
． 環 境 会 計 の 概 念 枠組 み

Ｓ． Ｓｃｈａｌｔｅｇｇｅｒ は、 環 境 会 計 に つ い て 次 の よ う に 記 述 し て い 乱 「環 境 会 計 と は 環 境 に 誘 発

さ れ た 財 務 的 負荷 お よ び 該 当 す る 経 済 的 シス テ ム に与 え た エコ ロ ジカ ル な 負 荷 を 記 録、 分 析、

伝 達 す る 活 動、 方 法、 シ ス テ ム を 取 り 扱 う 会 計 の 一 部 で あ る３）
。」 と。 す な わ ち、 従 来 の 伝 統

的な 会計 に環 境 的 影 響 を 加 味 し た 貨 幣 単 位 の 会 計 領 域 と 非 貨 幣 的 （物 量 的） 単 位 で 測 定 さ れ る

領 域 を 対 象 と し て 考 え て い る。 前 者 を 環 境 的 に 区 分 し た 会 計 （Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔａ１ｌｙ Ｄｉｆｆｅｒｅｎｔｉ－

ａｔｅｄ Ａ ㏄ ｏｕｎｔｉｎｇ）、 後 者 を エ コ ロ ジ カ ル 会 計 （Ｅｃｏｌｏｇｉｃａｌ Ａ ㏄ｏｕｎｔｉｎｇ） と 称 す る。

彼 は 伝 統 的 な 貨 幣 単 位 で 示 さ れる 会計 （管理 会 計、 財務 会 計、 そ の 他 会 計） に加 え・ そ の

各 々 に 環 境 面 を 区 分 し た 管 理 会 計、 財 務 会 計、 そ の 他 の 会 計 が あ る と 指 摘 す る。 ま た、 エ コ ロ

ジ カ ル 会 計 に は 企 業 の 経 営 管 理 者 向 け の 内 部 エ コ ロ ジ カ ル 会 計 （Ｉｎｔｅｍ ａ１ Ｅｃｏ１ｏｇｉｃａ１ Ａｃ一
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ｃｏｕｎｔｉｎｇ） と 外 部 者 向 け の 外 部 エ コ ロ ジ カ ル 会 計 （Ｅｘｔｅ ｍ ａｌ Ｅｃｏｌｏｇｉｃａ１ Ａｃｃｏｕｎｔｉｎｇ） 及 び

そ ｑ 他 税 務 局 等 を 対 象 に し た そ の 他 の エ コ ロ ジ カ ル 会 計 シ ス テ ム （Ｏｔｈｅｒ Ｅｃｏｌｏｇｉｃａｌ Ａｃ－

ｃｏｕｎｔｉｎｇ Ｓｙｓｔｅｍｓ） が あ る と し て い る４〕
。 以 下、 環 境 的 に 区 分 さ れ た 会 計 お よ び エ コ ロ ジ カ

ル 会 計 に っ い て そ の 概 念 枠 組 み を 概 略 す る。

２． 環 境 的 に 区 分 さ れ た 会 計

環 境 的 に 区 分 さ れ た 管 理 会 計 （Ｅｎｖｉｒｏｎ ｍ ｅｎｔａ１１ｙ Ｄｉｆｆｅｒｅｎｔｉａｔｅｄ Ｍ ａｎａｇｅｒｉａｌ Ａｃｃｏｕｎｔ－

ｉｎｇ） は、 環 境 を 原 因 と す る コ ス ト と 収 入 を も っ て 示 さ れ る。 環 境 負 荷 を 原 因 と す る コ ス ト に

は、 ｌＡ〕 外 部 環 境 コ ス ト と （Ｂ） 内 部 環 境 コ ス ト と が あ る５）
。 （Ａ） は、 例 え ば 交 通 量 の 増 大 は 騒 音 被

害 を 助 長 しそ の 対 策 と し て の 防 音 壁 が 税 金 で 賄 わ れる 場 合 そ の コ ス ト が こ れ に 当 た る。 あ る い

は、 種 の 絶 滅 は 多 様 な 遺 伝 子 の 潜 在 的 便 益 を 喪 失 さ せ て しま う な ら ば そ れ は 外 部 環 境 コ ス ト で

あ る。 一 方、 ｌＢ）は 企 業 の 内 部 コ ス ト に 該 当 し、 浄 化 施 設 の 資 本 コ ス ト や 運 転 コ ス ト、 将 来 予

想 さ れ る 浄 化 コ ス ト、 そ し て 汚 染 に よ る 企 業 イ メ ー ジ ダ ウ ン に よ る コ ス ト 等 が 挙 げ ら れ る６）
。

こ れ ら は企 業 に とっ て 測 定 容 易 な も の か ら困 難 な もの ま であ り 一 律 に コ ス ト の 認 識 ・ 測 定 を

行 な う こ と は 不可 能 で あ る。 こ う し た 環 境 コ ス ト は環 境 保 全 対 策を 実 施 す る こ と に よ っ て 増 減

が 可 能 で あ 孔 環 境規 制 や 法 令 違 反 等 に よ る 罰 金・ 科 料・ 計 画 以上 の 生 産 過 剰 等 に よ っ て そ の

コ ス ト は増 加 し、 資 源 の最 適 投 入 や 適 正 生 産 等 で そ の コ ス ト は押 さ え ら れる。 ま た 環 境 を 原 因

と す る 収 入 は、 直 接 収 入 と し て リ サイ ク ル 商 品 の 販 売、 間 接 収 入 と して 企業 イ メ ー ジ の 向 上 や

顧 客 従 業 員 の 満 足 度 の 向上 な ど が 挙 げ ら れ る７）
。

環 境 的 に 区 分 さ れ た 財 務 会 計 （Ｅｎｖｉｒｏｎ ｍｅｎｔａ１ｌｙ Ｄｉｆｆｅｒｅｎｔｉａｔｅｄ Ｆｉｎａｎｃｉａ１ Ａ ㏄ ｏｕｎｔｉｎｇ）

は、 収 入 と 費 用 及 び資 産、 負 債 の 概 念 で 示 さ れ る。 費 用 は 便 益 を もた らす 限 り そ の本 質を 維 持

で き る が・ い っ た ん 便 益 の 効 力 を 失 え ば 損 失 に 分 類 さ れ 孔 ま た・ 現 在 は便 益 の 効 力 を発 生 し

て い なく て も 将 来 そ の 便 益 が も た らさ れ る 費 用 は 資 産 と さ れ る。 環 境 負 債 は 将 来 の 費 用 で あ り

埋 立 地 の 修 復 費 や 訴 訟 案 件 な ど がこ れ に 該 当 す る。

環 境 的 に 区 分 さ れ た そ の 他 の 会 計 （Ｏｔｈｅｒ Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔａｕｙ Ｄｉｆｆｅｒｅｎｔｉａｔｅｄ Ａ ㏄ｏｕｎｔｉｎｇ

Ｓｙｓｔｅｍｓ） に は 税 務 会 計 が そ の 事 例 に 当 た る。 具 体 的 に は 二 酸 化 炭 素 税 等 が こ こ で の 費 用 に、

ま た 企 業 の ク リ ー ン テ ク ノ ロ ジ ー の 導 入 補 助 金 な ど は 収 入 に 分 類 さ れ る８）
。

３． エ コ ロ ジ カ ル 会 計

エ コ ロ ジ カ ル 会 計 が 登 場 す る よ う に な っ て き た 背 景 は、 １９８０ 年 代 頃 か ら の ス テ イ ク ホ ー ル

ダー の 拡 大 が 挙 げ ら れ 孔 従 来 の 伝 統 的 会 計 で は 株主・ 債 権 者 に よ る 財 務 的 情 報 が 要 求 さ れ て

いた が、 環境 問 題 が 浮 上 す る に つ れ て そ の 他 の ス テイ ク ホ ー ル ダ ー が 非 財 務 的 環 境 負 荷 の 情 報

に 関 心 を 持っ よ う に な っ て き た。 こ こ で は貨 幣 で はな い物 量単 位 の 情 報 が 注 目さ れ る よ う に な

り エ コ ロ ジカ ル 会 計 が そ の 役 を 担 う よ う に な っ た。 つ ま り あ ら ゆ る 環 境 負 荷 を 貨 幣 単 位 で 測 定
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す る こ と に は 限 界 が あり そ の 不 足 部 分 を 補 う 会 計 シ ス テ ム が 必 要 と さ れ て き たの であ る９㌧

こ の エ コ ロ ジカ ル 会 計 は、 伝 統 的 会 計 か ら の 拡 大 で あ り 企 業 の 環 境 負 荷を 物量 的 に 算 定 す る

サ テ ラ イ ト 会 計 シ ス テ ム と し て 位 置 づ け ら れ る。 そ し て ス テ イ ク ホ ー ル ダ ー の 対 応 か ら 内 部 エ

コ ロ ジ カ ル 会 計、 外 部 エ コ ロ ジ カ ル 会 計、 そ の 他 の エ コ ロ ジ カ ル 会 計 に 分 け ら れ る。 内 部 エ コ

ロ ジ カ ル 会 計 （Ｉｎｔｅｍａ１ Ｅｃｏｌｏｇｉｃａ１ Ａ ㏄ｏｕｎｔｉｎｇ） で は、 企 業 の 内 部 管 理 者 の た め に 社 内 の 環

境 負 荷 （汚 染 物 質 の 放 出、 エ ネ ル ギ ー 消 費 量 等） の 情 報 を 提 供 す る。 環 境 管 理 シ ス テ ム

（ＥＭＳ： Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔａ１ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｓｙｓｔｅｍｓ） の 必 須 前 提 条 件 で あ り 外 部 エ コ ロ ジ カ ル 会

計 の 前 提 情 報 と して も 有 用 な 惰 報 源 であ る。
た だ し 企 業 内 部 の ス テイ ク ホ ー ル ダー と 外 部 のそ

れ ら と は 同 種 の 環 境 負 荷 情 報 を 要 求 す る 場 合 も あ る が そ の 量 と 詳 細 さ に つ い て は異 な る。

外 部 エ コ ロ ジ カ ル 会 計 （Ｅｘｔｅｍ ａｌ Ｅｃｏ１ｏｇｉｃａ１ Ａ ㏄ｏｕｎｔｉｎｇ） は、 企 業 の 外 部 ス テ イ ク ホ ー

ル ダ ー （環 境 評 価 機 関、 株 主、 債 権 者、 地 域 住 民、 消 費 者、 マ ス メ デ ィ ア 等） の 関 心 あ る 環 境

負 荷 情 報 が対 象 にさ れ る。 こ の 会 計 シ ス テ ム で は 環 境 汚 染 物 質 の 排 出 量 や 処 理 方 法 な ど が 「環

境 報 告 書」 と い う 形 式 で 情 報 開 示 さ れ る。 ま た そ の 他 の エ コ ロ ジ カ ル 会 計 （Ｏｔｈｅｒ Ｅｃｏ１ｏｇｉｃａｌ

Ａ ㏄ｏｕｎｔｉｎｇ Ｓｙｓｔｅｍｓ） は、 例 え ば 環 境 税 の 正 確 な 税 率 算 定 の 基 礎 資 料 と し て 環 境 汚 染 物 質 の

排 出 量 な ど が 間 題 に さ れ る。 こ う した 情 報 は課 税 当局 を は じ め 金 融 機 関 の 有 用 な 投 資 情 報 に も

な り う る１０）
。

ＩＩ 環境報告害 による旧報 開示

以 上 の よ う な 環 境会 計 の 情 報 開 示 は、 環 境 報 告 書 に お い て 行 な わ れる。 そ れ は 企 業 の エ コ ロ

ジ カ ル ・ ア カ ウ ン タ ビ リ テ イ の 履 行 手 段 と し て 必 要 な 情 報 で あ る。 ま た、 企 業 の 環 境 保 全 活 動

を チ ェ ッ ク す る モ ニ タ リ ン グ 手 段 と し て も 有 効 と い え る１１）
。 以 下 で は、 環 境 報 告 書 の 記 載 内 容

と 開 示方 法 に つ い て 吟 味 す る。

１． 環 境 報 告 害 の 記 縦 内 容

環 境 報 告 書 の 記 載 内 容 に つ い て、 環 境 監 査 研 究 会 ・ バ ル デ ィ ー ズ研 究 会 は 『環 境 報 告 書 の ベ

ン チ マ ー ク』 を ま と め て い る１２）
。 そ れ に よ る と 基 礎 的 事 項 に は、 ① 会 社 概 要・ ② 緒 言 ・ 報 告

書 の 方 針、
③ 報 告 書 の 対 象 と な る 期 間、 ④ 紹 介 先、 ⑤ 報 告書 の デ ザイ ン を 挙 げ て い 孔 ま た・

共 通 項 目 と し て は、 ① 方 針 ・ 憲 章、 ② 体 制、 シ ス テ ム、 ③ 環 境 監 査、 ④ 従 業 員 教 育、 ⑤

デ ィ ス ク ロ ー ジ ャ ー ＆ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン、 ⑥ 社 会 貢 献、 ⑦ 財 務 情 報、 ⑧ オ フ ィ ス ・ 間 接

部 門 の取 り 組 み、 ⑨ 外 部 か らの 表 彰 ・認 証、 ⑩ 取 引 先 ・ 関 係 会 社 等 の取 り 組 み を 列 挙 し て い

る。 さ ら に、 独 自 項 目 を 以 下 の よ う に 示 し て い る。
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独 自 項 目 （化 学 業 界 の 例）

Ａ
．

製 造 過 程 １
．

省 エ ネ ル ギ ー （エ ネ ル ギ ー 消 費）

２
．

省 資 源 （節 水）

３
． 環 境 へ の 放 出 ω 全 般

（２〕産 業 廃 棄 物 ・ リ サイ ク ル

１３）有 害 物 質

（４）大 気 へ の 放 出 （大 気 汚 染）

１５〕水 環 境 へ の 排 出 （水 質 汚 濁）

（６）地 球環 境 保 護 （オ ゾ ン層 保 護）

（７〕悪 臭 ・ 騒 音 等

（８）地 下 汚 染 （地 下 水、 土 壊 ： 地 層）

Ｂ． 製 品 ・ サ ー ビ ス Ｏ〕 製 晶 等 の 物 流 配 慮

１２〕包 装 （簡 素 化）

１３〕製 品 の （使 用 ・ 消 費 時 の） 環 境 負 荷 低 減

Ｃ
．

製 品 使 用 後 （１）廃 製 品 回 収 利 用

１２〕廃 製 晶 の 廃 棄

Ｄ
．

ＬＣ Ａ 的 ア プ ロ ー チ

エ コ ロ ジカ ル会 計 で は、 主 に 物 量 基 準 の 情 報 が 開 示 さ れ る た め こ う し た 独 自 項 目 の 事 例 は 環

境 報 告 書 作 成 上 一 つ の 目 安 に な る。

２
． 環 境 報 告 害 の開 示 方 法

環 境 報 告 書 の 開 示 方 法 は、 客 観 的 事 象 を 個 別 的に 認 識 す る（Ａ〕読 解 的 情 報 開示 と、 そ う し た

個 々 の 事 実認 識 を 全 体 的に 解 釈 し 把 握 す る（Ｂ）視 覚 的 情 報 開 示 に 分 類 で き る１３）
。 ｌＡ〕 はさ ら に、

ｌＡ〕一１． 叙 述 式 報 告 と、 （Ａ）一２． 数 量 式 報 告 が 可 能 で あ り、 ｌＢ〕 は、 ｌＢト １． 図 表 ・ 写 真 式 報 告 と、

（Ｂ〕一２． グ ラ フ 統 計 ・ 指 標 式 報 告 が 可 能 で あ る。 先 に 示 し た 『環 境 報 告 書 の ベ ン チ マ ー ク」 項

目 を 参 照 しな が ら、 こ れ ら の 開 示 方 法 を 説 明 す る。

ｌＡ〕一１． 叙 述 式 報 告 は主 に 基 礎 的項 目 及 び 共 通 項 目 で 用 い ら れ る。 例 え ば・ 会 社 の 概 要 や 環

境 方 針、 環 境 目 標 な ど企 業 の 環 境 に 対 す る 姿 勢 な どが 述 べ ら れる。 ま た、 ｌＡ〕一２． 数 量 式 報 告

で は （Ａ）一２－１． 貨 幣 単 位 報 告 と、 （Ａ）一２－２． 物 量 単 位 報 告 に よ る 開 示 が 可 能 で あ る。 貨 幣 単 位

報 告 で は、 環 境 コ ス トや 環 境 資 産 ・ 負 債 の 認 識、 測 定 な どを 報 告 開 示 す る。 一 方、 物 量 単 位 報

告 で は 主 に 独 自 項 目 の よ う な 製 造過 程 の 省 エ ネ ル ギ ー や 環 境 へ の 放 出数 値な ど が そ れ ぞ れ 示 さ

れ る。

ｌＢ）一１． 図 表 ・ 写 真 式 報 告 は 社 内 の 環 境 管 理 シ ス テ ム な ど を 図 示 し た り、 環 境 放 出 で 工 場 の
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土 壌 汚 染 状 況 をカ ラ ー 写 真 で 掲 載 す る。 ま た
、

（Ｂ）一２． グラ フ 統 計 ・ 指 標 式 で は 製 造 過 程 で の

エ ネ ル ギ ー 消 費 変 化 を グラ フ で 示 唆 した り、 環 境 指標 （ま た は エ コ フ ァ ク タ ー） 等 を 用 い て 排

出 原単 位 の 年 度 ご と の 比 較 グラ フ を 作 成 す る こと が で き る１４）。 前 述 の 環 境 的 に 区 分 さ れた 会 計

は貨幣単位報告に位置し、 またエコロジカル会計は物量単位報告の部分に分類される会計情報

と し、 え る
。

環 境 報 告 書 の 開 示 方 法 の 分 類

∴
嚇 解的情報開示

丁
’’ 叙述式報

：
２．数量式報口Ｔｌ１葛 蝋 二

｛Ｂ〕視干的情報開示
Ｔｌｌ ㌶ 満 意

式報告

皿 環 境 報 告 害 の 事 例 ： Ｒｈ６ｍ－Ｐｏｍ１㎝ｃ“ 肋 柳 ｏ”ｍθ耐 児 ψｏｒ Ｈ ９９６”

こ こ で は 実 際 の 企 業 の 環 境 報 告 書 を 観 察 す る。 こ こ で 取 り 上 げ た フ ラ ン ス の Ｒｈ６ｎｅ－

Ｐ．ｕ１，ｎｃ 社 は、 従 業 員 ７５，
２５０ 人 を 擁 し 世 界 １００ ヶ 国 で 医 薬 品 等 の 事 業 （ラ イ フ サ イ エ ン ス 事

業、 特 殊 化学 品 事 業 及 び 繊 維 ・ ポ リ マ ー 事 業） を 中 心 に 経 営 活動 を 展 開 し て い る 企 業 で あ る。

当 社 は １９９６ 年 度 連 結 純 売 上 高 ８６０ 億 フ ラ ン、 営 業 利 益 ６９ 億 フ ラ ン を 上 げ、 世 界 第 ７ 位 の 規 模

を 誇 る 医 薬 ・ 化 学 品 グル ー ブで あ る。 同 社 の 企 業 価 値 観 は、
「人 間 性 の 尊 重、 安 全 管 理 及 び 環

境 保 全、 統 一 性、 高 水 準 の 業 績、 チ ー ム ワ ー ク」 に あ り、 そ う し た 背 景 か ら
“亙 ｍ 伽 ㎝ ｍ ｍ

Ｒ助ｏ 〆 を 作 成 し て い る１５〕
。

Ｒｈ６ｎｅ．Ｐｏｕ１ｅｎｃ
’肋 砂伽 ㎝ ｍ ｍ Ｒ ψｏ竹 ｊ９９６” （全 ４５ 頁） の 内 容 構 成 は 以 下 の 通 り で あ る。

ロ ー ヌ ． プ ー ラ ン グ ル ー ブ の プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン、 健 康 ・ 安 全 ・ 環 境 方 針 と 組 織、 １９９６ 年 度

の 環 境 数 値 結 果 （内 訳 ： 水 質 ・ 大 気 ・ 固 形 廃 棄 物 の 環 境 数 値 結 果・ 安 全 管 理 と 環 境 保全 の 支 出

額）、 １９９６ 年 度 の 事 業 活 動 レ ビ ュ ー （安 全 プ ロ セ ス、 従 業 員 の 健 康 と 安 全、 製 品 の 安 全 性、 環

境 保 全、 情 報 の 共 有）、 健 康 ・ 安 全 と 環 境 の た め の 解 決 策 （環 境 に や さ し い 生 産 ・ 衛 生 と 安 全

そ し て 環 境 の た め の 積 極 的 な 生 産、 ロ ー ヌ ・ プ ー ラ ン 「環 境 サ ー ビ ス」）、 グ ル ー ブ 内 の リ サ ー

チ と 環 境、
用 語 解 説、 ス ポ ン サ ー シ ッ ブ 等 が 列 挙 さ れ 説 明 さ れ て い る１６）

。

’亙 舳 伽ｏｍｍｅｍ Ｒ 助０７リ ９９６” に は 外 部 監 査 人 の 監 査 意 見 が 掲 載 さ れ て い る が・ こ こ で は そ

の 文 言 内 容 に 注 目 し て お き た い。

Ｃ。。ｐｅ，ｓ ＆ Ｌｙｂｒａｎｄ 社 の 監 査 意 見 ：「わ れ わ れ は ロ ー ヌ ・ プ ー ラ ン 社 の 最 高 経 営 管 理 者 の

要 請 に も と づ き、 こ の レ ポ ー ト の ７ 頁 か ら １３ 頁 の 詳 細 に 記 録 さ れ た １９９６ 年 度 の 水 質 環 境 指 数・
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大気 環 境 指 数、 固 形 廃 棄 物 環 境 指 数 につ い て 評 定 を 行 な っ た。 わ れ わ れ が 行 な っ た 評 定 の 範 囲

は 次 の 通 り で あ る１７）
。」 と 記 載 し、 そ の 対 象 範 囲 が 列 挙 さ れ て い る。 そ れ は 環 境 指 数 と し て 使

用 さ れ た デ ー タ 数 値 の 収 集 内 容 と 算 定 方 法 につ い て の 立 証 で あ る。 そ して こ の 監 査 意 見 の 最 後

に は、 「こ の レ ポ ー ト の ７ 頁 か ら １３ 頁 に 記 載 さ れ て あ る １９９６ 年 度 の 水 質 と 大 気、 固 形 廃 棄 物

の 環 境 指 数 は ７ 頁 に 記 載 さ れ て あ る 環 境 指 数 の算 定 方 法 に 準 拠 し て 作 成 さ れ て お り、 重 大 な 誤

り は 存 在 し な い１８）
。」 と 締 め 括 っ て い る。

こ の 監 査 意 見 に は ２ つ の 注 意 点 が あ る。 １ つ は 監 査 対 象 の 範 囲 が こ の ’肋 〃伽 ｍｍ ｍ

Ｒｅゆｏκ ノ９９６” の す べ て で は な い と 言 う こ と で あ る。 こ こ で は 環 境 報 告 書 の 中 の ７ 頁 か ら １３

頁 だ げ （水 質 ・ 大 気 ・ 固 形 廃 棄 物 の 環 境 指 数 一 覧 表 等、 例 え ば ［表 １ 水 質 環 境 指 数］ ［グラ

フ １］ か ら ［グ ラ フ ６］） に っ い て 評 定 が 行 な わ れ て い る に 過 ぎ な い。 し た が っ て、 安 全 管 理

と 環 境 保 全 の 支 出 額 や 事 業 活 動 レ ビュ ー、 グラ フ 統 計 な ど の環 境情 報 につ い て は そ の 評 価 対 象

か ら 外 さ れ て い る の で あ る。

も う １ っ は、 こ の 監 査 意 見 で は 「環 境 指 数 の 算 定 方 法 に 準 拠 して 作成」 と 記 載 さ れ て い る が、

実 際 の ’肋 伽 ㎝ ｍｅｍ Ｒ φｏれ ｊ９９６” の ７ 頁 に は そ う し た 具 体 的 算 定 過 程 は 掲 載 さ れ て い な い。

こ の 環 境 指 数 の 算 定 は、 同 社 が１９９３ 年 に 独 自 に導 入 し た 方 法 で あ り、 当 時 の ’幽 伽ｏｍｍ ｍ

地 ゆｏｒ リ ９９３”
に は そ の 算 定 過 程 が 詳 細 に 記 載 さ れ て い る一目）

。 し か し 今 回 の １９９６ 年 度 版 に は

な い。 わ れ わ れ 読 者 は 通 常、 企 業 の 環 境 報 告 書 を 過 去 に ま で 遡 っ て 読 む わ け で は な い。 こ う し

た 重 要 な 環 境 指 数 算 定 の 情 報 は毎 年 掲 載 し、 読 み 手 の 理 解 に 努 め る べ き で はな い だろ う か。

以 下 に 示 し た ［表 １］ 水 質 環 境 指 数 と ［グ ラ フ １］ か ら ［グラ フ ６］ は、 外 部 監 査 人 の 監査

対 象 の 範 囲 に あ る が、 次 頁 の ［表 ２］ 安 全 管 理 ・ 環 境 保 全 の 支 出 額 （１９９６ 年） と ［グ ラ フ ７］

［グ ラ フ ８］ は 監 査 対 象 か ら 外 さ れ て い る。 し か し、 こ の ［表 ２］ 及 び ［グ ラ フ ７］ ［８コ は、

Ｓｌ Ｓｃｈａ１ｔｅｇｇｅｒ の 環 境 会 計 の 概 念 か ら 見 る と、 「環 境 的 に 区 分 さ れ た 管 理 会 計」 の 情 報 で あ り

そ の 重 要 性 は 経 営 管 理 者 は も ち ろ ん 外 部 の ス テイ ク ホ ー ル ダー に と っ て も ハイ レベ ル の 環 境 関

表 １ 水 質 環 境 指 数

原 ア ー タ 係 数 総 等 価 汚 染 指 数 ＧＥＰ

１９９６ 年 １９９５ 年 Ｘ ＰＥＢ ｌｇ６ 年 ＰＥＢ’ｇ５ 年

浮 遊 物 質 （Ｍ １ Ｓ） １７．２７３ １６
，
３５６ Ｏ．３ ５

．
１８２ ４．９０７

化 学 的 酸 素 要 求 量 （ＣＯ Ｄ） ３７
．
３０８ ４２

，
０３４ １ ３７

．
３０８ ４２．０３４

窒 素 （Ｎ ＴＫ） ６，３４７ ６
，
７９２ １ ６

，
３４７ ６．７９２

燐 （Ｐ） １，３６６ １
，
４３０ Ｏ．５ ６８３ ７１５

溶 解 性 塩 類 （ｓａｌｔｓ） ９７６，４７７ １，１４６，７２２ Ｏ．ＯＯ１ ９７６ １，１４７

猛 毒 物 質 （Ｍ １）亡 ７６３ ９６２ １５ １１
，
４４５ １４，４

３０

優 先 毒 性 物 質 舳 ３４５ ト ン ４３１ ト ン 皿 ■ ■

重 金 属 ５３ ト ン ■ ■ ■

総 計 総等 価 汚 染 指 数 ＧＥＰ ６１
，
９４１ ７０

，
０２５

指 標 Ｉ９６ ＧＥＰノ’９５ ＧＥＰ ＝ ８８．４％

注）
・ Ｇ Ｅ Ｐ （Ｇ ｒｏ 闘 Ｅ

ｑ ｕｉｖ 且１ｅｎ ｔ

Ｐｏｌｌｕｔｉｏｎ）： 総 等 価 汚 染

指 数は原 デー タの繕 果 に

係 数 を 乗 じた もの。
・ Ｐ Ｅ Ｂ （Ｐｏ ｕｕｔｉｏｎ Ｅ

ｑｕｉｖａｌ－

ＩｅｎｔＢ朋ｅ）１ 汚染等 価ぺ 一ス

・ 単 位 三 １
，
ＯＯＯ ｅｑ ｕｉｔ〇 五ノ ｐ一 乱 （ フ ラ ン ス エ 業 標 準 化 協 会 （ Ａ Ｆ Ｎ Ｏ Ｒ １ Ａ ｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ ｆ 閉 ｎ Ｃａｉｓ畠 ｄｅ ｎｏ ｍ ａ１ｉｓａｔｉｏ ｎ） の 標 準 丁 ９０３０１ に 従 っ た ミ ジ

ンコ毒性基準）

｝ 優 先 毒 性 物 質１ 欧州 連 合 （ＥＵ） の 優 先 順 位 リ ス ト 掲 載 の

（ 出 所 ＝ Ｒ ｈ ０１１ ト Ｐ ｏ ｕｌｅｌｌｏ
“ 亙π 刊 かｏ ” ｍ 酬 ’ 丑 ２φｏ れ ｊ ９ ９６ ■

ｐ．
８ ）

の物質また は米 国の 有害化学物質放出年間目録に掲祓の物質。
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ｌｌｌｌｌ１口→饅９０ ９１ ９２ ９３ ０４ ９５ ９６ … ２０００年
目標

９６／ ９０ 指 標 亡．９５／ ９０ 指 標 ｘ ０，８８４

＝ ５０ × Ｏ
．
８８４ ＝ ５２

（出 所：Ｒｈ６ｎｅ－Ｐｏｕｌｅｎｃ
’亙π切 ｍ”ｍ２刎 Ｒ φｏれ ｊ９９６’１ ｐ． ９）

グ ラ フ １ 水 質 環 境 の 改 善 指 標 （１９９０年 ～ １９９８ 年）

ｌＯＯ

９０

８０

１９９艀

７０

（出 所：Ｒｈ６ｎｅ－Ｐｏｕｌｅｎｃ “肋 〃７０ 舳 舳 〃 助ｏれ ｊ９９６．１ ｐ． ９）

グ ラ フ ２ 水 質 環 境 指 標 の 改 善 １９９５／１９９６ 年

騒
グ全
ル

ブ体

田
１１

９４

］
菱了
■ 裏

ポ
リ業

魍
医集
葉
品業

８５

化書
学
呂業

（出 所１Ｒｈ６皿ｅ－Ｐｏｕｌｅｎｃ
．‘亙 舳｛［ｏ”ｍ 刎 地ゆｏれ ｊ９９６．１ ｐ． ９）

グラ フ ３ 各 事 業 部 門 別 水 質 環 境 指 標 １９９６ 年

（１９９５ 年 を １ＯＯ と す る）

表 ２ 安 全 管理 ・ 環 境 保 全 の 支 出 額 （１９９６ 年）

（単 位： 百 万 フ ラ ン ス ・ フ ラ ン）

安 全 管 理 環 境 保 全
投 資 サ イ ト支 出

１９９５ 年 １９９６ 年 １９９５ 年 １９９６ 年

フ ラ ン ス １１５ ２０２ ３５３ ５２０

欧 州 （フ ラ ン ス 除 く） ２３ ３２ １１４ １０４

米 国 と カ ナ ダ １２ ５９ １９９ １３１

ブ ラ ジ ル ５７ １１ １０２ １２０

総 支 出 額 ２０７ ３０４ ７６８ ８７５

オ ペ レ ー テ イ ン グ サ イ ト

支 出
６３２ ９２４ １

，
０７８ １

．
Ｏ１２

研 究 支 出 そ の 他 ４５ ５０ ５０ ６０

総 計 ８８４ １．２７８ １，８９５ １，９４７

誰’搬 マ■

駁 帥業

（出 所：Ｒｈδｎｅ・Ｐｏｕｌｅｎｃ
．‘亙 舳 ｛ｒｏ〃ｍ 舳 縦 幼ｏｒ〃 ９９６”

ｐ． ９）

グ ラ フ ４ 各 事 業 部 門 別 の 水 質 環 境 指 標 比 率

騒
グ全
ル

ブ体

８６

㎜
フ

ン
ス

９５

脇
吠フ

沁
州巡

米 カ

ナ
国ダ
と

８’

ブ

ジ
ル

（出 所：Ｒｈδｎｅ・Ｐｏｕｌｅｎｃ
‘‘厄 ｍ ｛ｒｏ“ｍ ｍ 縦 ％ｏ㎡ ｊｇ９６”

Ｐ． ９）

グ ラ フ ５ 世 界 地 域 別 の 水 質 環 境 指 標 １９９６ 年

（１９９５ 年 を １ＯＯ と す る）

フラ ンス

６９％

ブ ラ ジル ９％

κ
／ カ ナ ダ １２％

吠 州 １０％
１フラ州ｏ

・ 安 全 管 理 ・ 環 境 保 全 の 合 計

１９９６ 年 ： ３
，
２２５ 百 万 フ ラ ン ス ． フ ラ ン

１９９５ 年 ： ２
，
７８０ 百 万 フ ラ ン ス ’ フ ラ ン

（出 所： ＲｈＯ皿トＰｏｕ－ｏｎｏ’亙ｍ｛㎜ｏｍ 舳 地 ｍ ｊｇ９σ’Ｐ．Ｉ６）

（出 所 ：Ｒｈ６ｎｅ・Ｐｏｕｌｅｎｃ
．‘肋 ω［ｏ 舳 舳 地 φ 碗 ｊｇ９６’１ ｐ． ９）

グ ラ フ ６ 世 界 地 域 別 の 水 質 環 境 指 標 比 率

その他
（安 全 ブロ セス、撤業

大頼境舳 ２５％ ！

水質環境
Ｈ２％

＼
目形廃葉構環境
部門 ５％

（出 所：ＲｈＯｎｅ－Ｐｏｕｌｅｎｃ
“亙 ｍ 伽 ”ｍ 舳 〃 ％ｏれ ｊ９９６’’ｐ．１６）

グ ラ フ ７ 環 境 投 資 の 割 合 比 率
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麗： 一洲 フ 刑
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一３．

一２０

１１０
１１

，

一１・

１００ ０・

●０

８０

ｎ ２ ７

．

１ レ
Ｉ
、
素

、。１し 杉 か ぺ

四１ ３ １
３０

２ ０
Ｉ

１０

１４５

１２０８

７３

崎 締 １０、

＿払 怜 共一
、

１凶 １
・ 、亀

年
１０．０ ｍ７ １９８８ １・８９ 一●●０ １０９１ ｍ２ ｉ・０３ ｍ４ －９９５ １・㏄

（出 所：Ｒｈ６ｎｅ－Ｐｏｕｌ㎝ｃ 旭 洲 ｍ〃ｍｅｍ 地ゆ㎝ Ｈ ９９ポ ｐ．
１７）

グラ フ ８ フ ラ ンス エ場 に お け る 環 境 保 全 支 出 の 推 移

連 の 支 出 惰 報 で あ る。 こ う し た 環 境 情 報 が 外 部 監 査 人 の 監 査 対 象 か ら 外 さ れ て い る こ と は理 解

し が た い。

お わ り に

最 後 に 環 境 会 計 の 情報 開 示 に 関 し て そ の ま と め と 課 題 点 を 述 べ て お く。 環 境 会 計 の 概 念 枠組

み で は、 環 境 的 に 区 分さ れ た 会 計 と エ コ ロ ジ カ ル会 計 が あ る と 指 摘 で き る も の の 実 際 に はそ の

区 分 を 判 別 す る こ と は か な り 難 し い も の と 思 わ れ る。 こ の こ と は、 Ｒｈδｎｅ－Ｐｏｕ１ｅｎｃ 社 の 開 示

方 法 を 見 て も分 か る。 特 に 環 境 的 に 区 分 さ れ た 会 計情 報 は・ 単 位 が 貨 幣 で 表 示 さ れる と い う こ

と か ら、 多 く の 環 境 報 告 書 で は 環 境 投 資 や 環 境 関 連 支 出 額 と い う 項 目 ぐ らい で しか そ の 把 握 が

で き な い。 そ の 点 エ コ ロ ジカ ル 会 計 は、 物 量 基 準 の 開 示 で あ り 殆 ど の 環 境 報 告 書 で 認 識 が 容 易

で あ る。 課 題 は両 者 の 会 計 情 報 が 有 機 的 に 関 達 し あ い フィ ー ドバ ッ ク 作 用 が 生 じる こ と で あ ろ

つ ｏ

次 に 環 境 報 告 書 に つ い て は そ の 環 境 情 報 の 開示 方 法 に 特 徴 を 見 い だ す こ と がで き 乱 環 境 会

計 に 関 す る 情 報 は、 （Ａ〕読 解 的 情 報 と（Ｂ〕視 覚 的 情 報 に 分 類 さ れ る。 通 常 の 環 境 会 計の 情報 開 示

は 財 務 的情 報 と 物 量 的 情 報 及 び 記 述 情 報 と い う 分 類 が 行 な わ れ る が、 そ う した 情 報 は 実 際 に は

（Ａ〕読 解 的 情 報 と して 報 告 さ れ て い る の で あ る。 そ し て、 現 実 の 環 境 報 告 書 で は そ う し た 情 報

を、 さ ら に ２ 次 的 情 報 に 加 工 し 図 表 や 写 真 及 び グラ フ 統 計 ・ 指 標 な ど を 駆 使 して（Ｂ〕 視 覚 的 情

報 に よ る 開 示 を 行 な い 読 者 へ 訴 え て い る。 こ のこ と は 従 来 の 財 務 諸 表 の 開 示 が主 に 株 主、 債 権



環 境会 計 の 概 念 と 環 境 報 告 書 の 開 示 ６５

者 で あ っ た の に 対 し、 こ う し た 環境 報 告 書 の 開 示 対 象 が さ らに 拡 大 し地 域 住 民 や 消 費 者 に も 理

解 で き る よ う な 開 示 方 法に 変 化 し て い る こ と が 分 か る。

事 例 の Ｒｈδｎｅ－Ｐｏｕ１ｅｎｃ
’肋 砂伽ｏｍｍｅ刎 地 ゆｏクリ ９９６” で は、 外 部 監 査 人 の 監 査 意 見 か ら そ

の 監 査 対 象 の 範 囲 が環 境 報 告書 全体 で は なく 部 分 的 に 限 定 さ れ て い る こ と、 ま た 環 境 報 告 書 の

年 度 ごと の 比 較 可 能 性 が不 十分 で あ る こ と な ど の 間 題 点 が 指 摘 で き た。 こ う し た 事 例 か ら 見 て

も 分 か る よ う に 環 境 報 告書 の評 定 は（Ａ）読 解 的情 報 だ け で は な くｌＢ〕視覚 的 情 報 に ま で 拡 張 した

全 体 的 視 点 か ら見 る こ とが 今後 重要 に な る と 思 わ れ る。 こ う し た開 示 方 法 こ そ 専 門 家 の み な ら

ず 一 般 市 民 か ら理 解 が 得 ら れる 環境 報 告 書 に な る と い え よ う。
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．．Ｃｏゆｏｍ 胞 励 〃 ｏｍｍ 伽’α 川 ㏄ｏ〃刎一
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１９９６．

２） 冨 増 和 彦 「フ ラ ン スの 環 境報 告」 山 上 達 人、 菊 谷 正 人 『環 境 会 計 の 現 状と 課 題』 同 文 舘、 １９９５年、
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６ ） ∫あ 枷．， ｐｐ．２５ － ２６．

７ ） ∫切 ｄ．， ｐｐ．２６ － ２７
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１１） 菊 谷 正 人 「環 境 報 告書」 『経 理研 究」 第 ４１ 号、 １９９７ 年 １１ 月、 １５８－１６０ 頁。

１２） 冨 増 和 彦 ・ 水 口 剛 ・ 茂木 資 子・ 國 部 克 彦 「環 境 報 告 書 の 現 状 と 課 題」 『社 会 関連 会 計 研 究」 第 ８ 号、

１９９６ 年、 ４６－４７ 頁。

１３） こ の 分 類 は、 人 間 の 大 脳 の 機 能 に 由 来 す 私 左 脳 はロ ゴ ス （論 理） を 右 脳 はパ トス （感 覚） をっ か

さ どる と い わ れる。 ここ で は情 報 を 論 理 的 に 記 載 さ れ る も の をｌＡ）読 解 的 情 報、 読 み手 の 感 覚 に 訴 え よ

う と す る 情 報 を（Ｂ〕視 覚 的情 報 と 分 類 し た。 大 脳 の 機 能 に つ い て は、 角 田 忠 信 『日 本 人 の 脳 ： 脳 の 働 き

と 東 西 の 文 化」、 大修 館 書店、 １９７８ 年 を 参 照。

１４） 排 出 原 単 位 と は、 例 え ば １ｋＷｈ の 電 気 を 発電 す る 時 に 発 生 す る Ｃ０・や ＳＯｘ， ＮＯｘ の 排 出 量 の こ と。

な お、 環 境 報 告書 の 開示 の 分 類 に つ い て は・ 菊 谷 正 人、 上 掲 論 文、 １６０ 頁 も参 照。

１５） 『回 一 ヌ ・ プ ー ラ ン グ ル ー プ １９９６ 年 度 業 績 概 要」
、

３３ 頁
。

１６） Ｒｈδｎｅ－Ｐｏｕ１ｅｎｃ
“亙 ｍ 伽ｏｍｍｅｍ Ｒ ψｏκ ｊ９９６” 目 次 よ り

。

１７） ∫碗ｄ．， Ｐ．
７
，

１８） ∫碗ｄ．． Ｐ．７．
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１９） Ｒｈδｎｅ－Ｐｏｕｌｅｎｃ
“幽 伽 ｏ 舳 肋 Ｒ 幼ｏκ ｊ９９３”

ｐｐ．３３－ ３４． に こ の 環 境 指 数 の 算 定 過 程 は 掲 載 さ れ て

あ る
。

ま た
、

冨 増 和 彦 ・ 水 □ 剛 ・ 茂 木 資 子 ・ 國 部 克 彦、 上 掲 論 文、 ２３１－２３２ 頁 も 参 照 さ れ た し。
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